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会 議 録 

会 議 名 平成２５年度 第３回 瀬戸内中讃定住自立圏共生ビジョン懇談会 

開催日時 平成２６年３月２５日(火)  午後２：００～２：４５ 

開催場所 丸亀市役所本館２階第３会議室 

出席者 

（出席委員） 

板倉 宏昭（会長）、野村 明宏、瀧原 祥夫、草薙めぐみ、都村 忠弘、 

平田 正數、宮武 浩一 

（欠席委員） 

髙橋 勝子、森 茂 （副会長）、髙木 和代、角野 幸治、神原 正、 

鈴木 貴信、谷 委紀 

議 題 ・瀬戸内中讃定住自立圏共生ビジョンの見直しについて 

傍聴者 １人 

事務局 

丸亀市企画財政部長、政策課 

（関係市町） 

善通寺市政策課、琴平町総務課、まんのう町企画政策課 

発言者 議事の概要及び発言の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮武委員 

 

 

事務局 

 

 

政策課長 

 

 

宮武委員 

 

事務局 

 

 

 次の議題について協議し、結果は以下のとおりとなった。 

 

（１） 瀬戸内中讃定住自立圏共生ビジョンの見直しについて 

 

前回（H25.12.20）ビジョン懇談会での意見を共生ビジョンの備考欄に追加した点

と、取組事項⑩「外国人向けの観光施策」の実施スケジュールを変更する点について

事務局から説明。 

 

 共生ビジョンの表紙左下に「平成 26 年 3 月 丸亀市」と書かれているが、定住自

立圏の連携市町名も掲載すべきではないでしょうか。 

 

 共生ビジョンは定住自立圏の中心市が策定することとなっているため、そういった

意味で「丸亀市」と記載しております。 

 

 ご指摘いただいた部分ですが、「瀬戸内中讃定住自立圏共生ビジョン」というタイ

トルの下に、圏域内の市町名を列挙する形にさせていただきたいと思います。 

 

 P30のイラストは実際に図書館に掲示されているのですか。 

 

 掲示ではなく、各市町の広報等で周知しています。 
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宮武委員 

 

 

野村委員 

 

 

事務局 

 

 

都村委員 

 

 

 

政策課長 

 

草薙委員 

 

 

 

 

 

野村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

平田委員 

 

 

 

 

政策課長 

 

 

 

 

 せっかく分かり易い形で書かれているので、是非、図書館でも掲示していただきた

いですね。 

 

 図書の回送の件で、県立図書館でも同じようなサービスがありますが、違いはある

のでしょうか。 

 

 県と個々の図書館間での既存のサービスはありますが、今回は、連携市町間での回

送が可能となるという取組という違いとなります。 

 

 取組事項⑯「文化芸術・スポーツ等を通じた交流の促進」の件ですが、せっかく丸

亀市には立派な美術館がありますので、今後、この定住自立圏内で一緒に利用してい

ただけたらなと思います。 

 

 所管課のほうで検討させていただきます。 

 

 先程の図書館の件もそうなのですが、広域化して新たなサービスが作り出されてい

くのは良いのですが、情報の出し方について、何も知らない人が見ても分かるような

情報発信の仕方や工夫なども必要ではないでしょうか。ちなみに、私はこの取組をは

じめて知ったのですが、もっと利用者、ユーザーの身近な所での情報発信も必要だと

思います。 

 

 このような新たな取組みを始める場合、県立図書館の例のように、既存の類似サー

ビスの確認もした方が良いと思います。今までの取組みに新たな取組みを追加すると

いう形で情報量が 2倍、3倍になりますし、そのような形で広報できれば良いと思い

ます。情報が別々だったら、それぞれの利用者にわからないことがありますが、「サ

ービスが拡充した」「新しいものが生まれた」ということで、類似したサービスを精

査して、それと抱き合わせれば効果がさらに良くなるのではないでしょうか。 

子育てサービスなどでも、古いものと新しいものを組み合わせることで良いものが

できるかもしれません。 

 

 情報の発信ということで、定住自立圏のサービスを利用していただくために、定住

自立圏共生ビジョンがどういうもので、どういう取組があるのかということを、広報

紙で単発に行うのではなく、定期的、継続的な形で広く住民に知っていただくのもひ

とつの方法ではないでしょうか。 

 

 定住自立圏に関する情報を、圏域というくくりで広報していくのが効果的なのか、

個々の自治体の独自性を持たせて個別に周知していくのが効果的なのか、今後の課題

とさせていただきます。 
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瀧原委員 

 

 

 

 

 

 

政策課長 

 

 

 

 

 

 

板倉会長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 取組事項③「子育てサービス広域化の推進」というところで、発達障害児や関係者

への支援等も充実させていこうという取組が進められていますが、最近では、隠れ発

達障害ということで、支援を受けられないまま成人になっている方の就労支援等も話

題にあがるようになってきています。そういった方の相談窓口など、子供だけではな

く、高校生や大学生にも手を差し伸べるようなことを考えると、さらにネットワーク

が広がるのかなと思いますので、今後、検討の際にはお考えいただけたらと思います。 

 

 雇用・就労の関係は大事な視点だと思いますが、お示ししておりますとおり、現在

の体系図では、就労関係が共生ビジョンのどこに属する取組みなのか不明確となって

います。 

こういった取組は、今後具体化し、議会の議決を得られれば盛り込んでいくことも

可能ですが、関係する団体の協力も必要となると思いますので、検討していきたいと

思います。 

 

 他にご意見もないようですので、この議事につきましてはここまでとさせていただ

きます。事務局より何かありますか。 

 

 （今後のスケジュールについて説明） 

 

会議終了 

 


